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（補償運転をよくする人） 

 

 65 歳以上の皆さんにはもっと補償運転をしてほしいのですけれども、研究結果

によると、実際はみんながするわけではありません。どのような人がしているか

というと、女性ドライバーとか、あるいは結構年がいっている人、あるいはそんな

に運転しなくてもいいよという人、病気を持っている人、自分の運転が本当に危

険だと自覚している人が補償運転をよくする人です。 

 老いや病気が運転に差し支えがあるよと自分でわかると、補償運転、老人力を

発揮してくれるのです。しかし、そうでない高齢者はいっぱいいますね。高齢者は

まだまだ元気ですから、大したことはない、俺は大丈夫だ、私は大丈夫ですと思う

わけですね。 

 それで、非常に面白いのですけれども、補償運転をするかどうかと運転技能と

は余り関係がないのです。こういう自分を抑えて安全に徹するような運転という

のは、運転技能のうまさとは余り関係がないというところが面白いですね。うま

かろうが、下手だろうが、そういった老人力を発揮する運転というのは関係がな

い。それはなぜだろうというのが問題なのですね。 

 運転技能が上手な人は、夜に運転を控えたり、スピードを出さないということ

は考えなくてもいいのだけれども、運転技能が実際にかなり低下してしまってい

る人で、運転技能が上手な人と同じように運転している人が問題ですね。そこが

交通心理学的に見ると非常に興味深い問題なのです。 
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（エイジングパラドックスと運転の過大評価） 

 

 このグラフの横軸は教習所のコースの中で指導員が高齢者の運転を減点評価し

た値で、右へ行けば行くほど指導員の評価が高い、運転がうまい、ちゃんと法規ど

おりに運転しているということを示しています。縦軸は私の運転は安全ですよと

いう自己評価です。これを見ると指導員と自分の評価には関係が見られません。

指導員評価は危ない運転だなと思っても自己評価は危ないと思わない人が結構い

るわけです。ここが高齢ドライバーの最大の問題点なのですね。自分の運転技能

を正しく評価できていないのです。 
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 この図も同様な結果を示しています。青いものが自己評価なのですが、中年、

準高齢者、前期高齢者、後期高齢者で変わりません。後期高齢者になっても、私

の運転は大丈夫と言うのですよ。しかし、先ほどと同じなのですが、指導員の評

価は加齢に従ってぐっと下がります。ここが最大の問題なのです。 

 

 こういった現象は車の運転だけではないですね。これはエイジング・パラドッ

クスとかウェルビーイング・パラドックス（幸せのパラドックス）と呼ばれてい

る、老年心理学や老年社会学で言われている現象です。年をとって、車の運転だけ
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でなく、老いを感じますね。病気がちになりますね。そうすると、世間から見ると

幸せでないと思われがちです。若い人から見ると、腰が曲がってしまって、おじい

ちゃん、おばあちゃんはかわいそうだなと。けれども、お年寄りに、あなたは幸福

ですかと聞くと、若い人と同じように幸せですと答えるのです。あるいは若い人

以上に幸せだと答えるのです。それが幸福のパラドックス、ウェルビーイングの

パラドックスと言われているのです。それをもうちょっと広げるとエイジング・

パラドックスで、幸福感も含めて、若い人と同じかそれよりもポジティブ、楽観的

なのです。 

 病気で入院している人も、幸せですかと聞くと、不幸ですと答える人はそんな

にいないらしいですね。やはり人間は、自分が不幸せだと感じると、人間の存在そ

のものに響くのですね。要するに、自尊心の問題ですね。自分が生きていく支えが

自尊心で、やはり自分がポジティブでないと、人間は生きていけなくなるのです

ね。 

 うつ病で自殺をする人というのは、自分の自尊心が保てなくなってしまうよう

です。自分はいてもしようがないと感じてしまうと人間はだめになってしまいま

す。外の世界をねじ曲げても自分は大丈夫だ、自分は生きていく価値があるのだ

と思いたいらしいですね。特に、車の運転というのは身長や髪の毛の量と異なっ

て客観的にその姿を見られないので、ポジティブに捉えやすいのです。 また運

転をしている人は、今まで事故があったにせよ、生き延びていますね。大した事故

に遭っていない。それも自信になってきますね。たとえ事故があっても相手が悪

いのだと思えばいいですし、自己評価というのが非常に難しい問題ですね。これ

は哲学的な問題、心理学的な問題になるのですけれども、それが車の運転でもあ

るわけで、そこがちょっと問題になるわけですね。 

 ですから、いろいろな研究結果があるのですけれども、自分は運転がうまい、安

全だと思いがちになるのです。 

もちろん自分の運転の客観的な技能と自分の自己評価と合致している人もいま

す。下手な人は下手なりに、自分の評価を正しくしている人は補償運転をするの

ですね。自分はうまいと思っていて、第三者もうまいという人も、割と補償運転を

することが多いのです。しかし、自分はうまいと思っているけれども、指導員から

見ると下手だというギャップがある人は補償運転をしないようです。 
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自分の運転技能をちゃんと正しく評価できているかどうか、それができない人

をどう改善するかは交通心理学のテーマになっています。若者もですけれども、

特に高齢ドライバーに自分の運転能力を客観的に知らせるにはどうしたらいいか、

個人対応の指導で自ら気づくような教育がいいのではないか、教え込むというよ

り自分で自分の運転はこうなのだというのを自ら気づかせるコーチングが効果的

ではないか、あるいは自分の運転を客観的に撮影して見せるとか、私共がつくっ

たワークブック（高齢ドライバーのための安全運転ワークブック 企業開発セン

ター）を利用して自分の補償運転や危険運転の頻度を自分で気づかせるやり方が

いいのではないかという研究を日本交通心理学会で取り組んでいます。 

 たとえば自分の運転をビデオで見せるという方法があります。他の人の一時停

止をしない運転を撮影したビデオを見せるでしょう。ひどい運転だな、これでは

事故になるよと言った人が、実はそれはその人の運転だったという趣向の研究を

早稲田大学でやっていました。自分の運転だとわかると、多分非難しないと思う

のですけれども、自分だとわからずにビデオで見せると、これはひどい運転だと

言うわけですね。 
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補償運転はいいのですけれども限界があります。 

 

本当に年老いてくると、雨の日は運転しないといった運転制限しかできなくな

るのですね。運転中の補償、たとえばスピードを緩めるという速度コントロール

などができなくなる。注意を集中するということもできなくなってきます。 
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まとめると高齢運転者の事故が多いのは、心身機能低下とか病気といった老化、

つまり老いによるのです。身もふたもないのですけれども、それが事実です。そう

いった老いが運転技能低下をもたらして、事故の原因となります。ではどうした

らよいかというと工夫が必要ですね。個人的な工夫と社会や行政がする工夫とが

あると思います。個人の工夫としては自己調整の１つである補償的な運転行動が

あります。しかし、補償運転はまだまだ不十分です。それはなぜかというと、実際

は下手でも、自分はまだまだ運転はうまい、安全に運転できるのだと思ってしま

っている高齢ドライバーが多いからです。その過大な自己評価を正すような指導

が必要なのですけれども、これは心理学的に見て非常に難しく、まだ研究途上で

す。 

最後になりますが認知症対策に見られるように、高齢ドライバーの問題という

のは、国を挙げて、社会を挙げて取り組んでいかなければいけない。また、免許を

返納してしまった後、どのようにその人たちがモビリティー、移動ができるよう

なまちづくりができるか。そういう問題になってくると、心理学の問題ではない

別の問題になってきてしまうわけです。 

 皆様どうも御清聴、ありがとうございました。 


